
  

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

　

あ
な
た
の
家
の
風
水
害
対
策
は

万
全
で
す
か
？

●
日
ご
ろ
か
ら

・
停
電
に
備
え
て
懐
中
電
灯
や

携
帯
ラ
ジ
オ
の
用
意

・
３
日
間
程
度
は
生
活
で
き
る

よ
う
飲
料
水
（
１
人
１
日
３

リ
ッ
ト
ル
が
目
安
）
や
食
料

の
確
保

・
避
難
場
所
、
経
路
の
再
確
認

●
災
害
が
発
生
し
そ
う
な
と
き

・
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る

と
き
は
外
出
を
控
え
る

・
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
情
報
確
認

・
危
険
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
避
難

・
非
常
持
ち
出
し
品
を
用
意
し
、

背
負
え
る
よ
う
に
荷
造
り

●
避
難
の
と
き

・
は
ぐ
れ
な
い
よ
う
ロ
ー
プ
で
つ

な
が
っ
て
、
特
に
子
ど
も
か
ら

目
を
離
さ
な
い

・
電
気
の
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
し

た
り
、
は
き
物
に
も
注
意

・
避
難
で
き
な
い
と
き
は
２
階
で

救
助
を
待
ち
ま
し
ょ
う

・
高
齢
者
や
障
害
者
へ
の
気
遣
い

も
忘
れ
ず
に
…

  

災
害
情
報
を
教
え
て

  

く
だ
さ
い

　

大
雨
・
洪
水
・
暴
風
な
ど
の

「
警
報
」
が
発
令
さ
れ
る
と
、
市

役
所
本
庁
・
各
支
所
に
災
害
警
戒

本
部
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

が
け
崩
れ
や
家
屋
の
浸
水
な
ど

の
災
害
が
発
生
し
た
り
、
災
害
の

起
こ
り
そ
う
な
場
所
を
発
見
し
た

と
き
に
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

対
策
は

軈
地
域
の
み
ん
な
軋で

　

災
害
が
発
生
す
る
と
行
政

や
消
防
な
ど
の
防
災
機
関
が

十
分
に
対
応
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

な
ど
地
域
の
人
々
が
自
発

的
に
防
災
活
動
を
行
え
る

「
地
域
防
災
力
」
を
高
め
ま

し
ょ
う
。

　

地
域
内
の
安
全
点
検
、
防

災
知
識
の
普
及
・
啓
発
、

防
災
訓
練
、
資
機
材
の
整

備
な
ど

　

初
期
消
火
、
避
難
誘
導
、

救
出
・
救
助
、
情
報
の
収

集
・
伝
達
、
避
難
所
の
管

理
・
運
営
、
炊
き
出
し
、

高
齢
者
や
子
ど
も
な
ど
へ

の
支
援
な
ど

    

▶
防
災
訓
練
の
よ
う
す

                

（
彼
岸
田
町
内
会
）

加茂町知和

加茂町公郷

新　野　東
日　本　原

高野本郷
高野山西

志戸部
林　田

小　原

中北下

桑　下

小田中

安岡町

問
い
合
わ
せ
先　

下
水
道
課
3
32
‐
２
１
０
０

緊急時はこちら！  
　合併によるエリアの拡大、自
然災害などの多様・多発化に対
応するため危機管理室を設置し
ました。
 おもな仕事
災害対策の総合調整、国民保護
計画に関すること、防犯対策の
調整、組織での法令遵守など

災害警災害警戒（対策（対策）本部本部　薊23‐213023‐2130
本 庁 危 機 管 理本 庁 危 機 管 理 室　薊32‐204232‐2042
加茂支所総務振興課加茂支所総務振興課　薊32‐703132‐7031
阿波支所総務振興課阿波支所総務振興課　薊32‐704132‐7041
勝北支所総務振興課勝北支所総務振興課　薊32‐702132‐7021
久米支所総務振興課久米支所総務振興課　薊32‐701132‐7011
消　　　防　　　署消　　　防　　　署　薊31‐111931‐1119

災害警戒（対策）本部　薊23‐2130
本 庁 危 機 管 理 室　薊32‐2042
加茂支所総務振興課　薊32‐7031
阿波支所総務振興課　薊32‐7041
勝北支所総務振興課　薊32‐7021
久米支所総務振興課　薊32‐7011
消　　　防　　　署　薊31‐1119

「危機管理室」を設置

台風の風到木により土砂災害が発生しやすくなっています！（上横野、５月10日）

（農業集落排水）

  

梅
雨
と
土
砂
災
害

　

長
雨
や
集
中
豪
雨
な
ど
が
多
い

こ
の
季
節
、
土
石
流
や
地
す
べ
り
、

が
け
崩
れ
な
ど
の
土
砂
災
害
が
全

国
各
地
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、

１
時
間
に
20
ミ
リ
以
上
、
ま
た
は

降
り
始
め
か
ら

一
昨
年
の
台
風
23
号
で
倒

木
の
あ
る
山
沿
い
の
地
域
は
、
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。
危
険
を
感

じ
た
ら
早
め
に
、
自
主
的
に
避
難

し
て
く
だ
さ
い
！

 

こ
ん
な
現
象
は
災
害
の
前
兆
！

・
が
け
か
ら
の
水
が
濁
る

・
が
け
に
亀
裂
が
入
る

・
小
石
が
落
ち
て
く
る

・
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る

・
井
戸
や
沢
の
水
が
濁
る

・
山
鳴
り
が
す
る

・
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
川

の
水
位
が
下
が
る

・
川
で
流
木
を
見
た
り
水
が
濁
る
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とき:７月19日貉午後１時30分～　ところ:グリーンヒルズ津山リージョンセン
ター　内容:募集標語の表彰、宣言文採択発表、講演（講師 岡山少年鑑別所
所長 石井孝史さん）問い合わせ先:津山地区保護司会薊22‐4636

第56回社会を明るくする
運動推進大会


